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①はじめに 

1973年４月半ば，東京の南方洋上930ｋｍの小笠

原諸島西之島（北緯27°14.6'東経140°52.6'）の

東方約500ｍの海中から突如海底火山活動が始

まった．この噴火はそれから急速に発展し，同

年９月には海面上に火山島として姿を現わし，

翌年６月には恒久的な新島を残して表面活動を

停止した．その後は温度も急速に降下し，誕生

した新島は海蝕作用により一部はけづられて今

日に至っている．今回の一連の活動では，海上

保安庁をはじめ多くの研究機関から多数の研究

者がその調査研究に従事し，本土からは僻遠の

地にある島での出来事にもかかわらず，噴火当

初よりかなり詳細な観測・調査がくりかえされ

たことは極めて意義深いものと考えられる．ま

た近年は，この島の南方の福徳岡之場（北緯24°

16.8'，東緯141°54.3'）や，さらにその南東方の

日吉沖之場（北緯23°30.4'，東経141°54.3'），

そのまた南東の福神岡之場（北緯21°56'，東経

143°28'）などでも頻々として海底火山の活動が

報じられている．（図１参照） 

②活動経過 

われわれがこの活動を最初に知ったのは1973年

５月30日，焼津港所属の漁船第２えびす丸によ

ってその海面の変色海水の存在が発見，通報さ

れた時である．翌31日直ちに現場に急行した海

上保安庁のＹＳ－11型海難捜索機により発見さ

れた変色域は，さほど濃厚なものではなく，こ

の時点では海底火山活動もそれほど活発とは思

えない程度のものであった（写真①＜注＞・図

２）．後に入手した情報によれば，この海底活動

はすでに４月12日には開始していたことが判明

した．その後活動は急速に活発化し，６月下旬

には海面上に岩礁が見えがくれし，時には白煙

が立ち昇ったりしたが，筆者らの７月５日の調

査時には新噴火孔は海面直下にあるものと推定

された（写真②）．９月に入ると活動はさらに激

化し，９月11日には海上自衛隊機により新島の

発見が報じられ，14日保安庁機による筆者らの

観測でも直径150ｍ，高さ40ｍの円錐形の岩滓

丘頂部が海面上に出現し新島を形成しているの

が確認された．その火孔からは５～10秒おきに

爆発が繰りかえされ，黒煙と火山弾が約300ｍ

の高さにまで放出され，火山灰を含んだ水蒸気

の白煙が高さ約 3,000ｍに達していた（写真

③）． 

この頃の報道関係の写真を総合すると，この最

初の火孔は間もなく閉塞し，噴火中心は次第に

西南西に移動し，次に我々が船で現地を調査し

た10月９日には，最初の新島出現点より第２～

第３の新島を経て約450ｍ西方の海中から海底

爆発が行なわれていた．この時は，10～15分お

きに約500ｍの高さの水柱の発射が繰りかえさ

れ，深さの関係か時にその直前に半球状のウォ

ータードームの出現が認められた（写真④⑤）．

噴火はこの位置で10月末まで続き，最後には北

方へ溶岩を流出して現在の第１火孔丘を残した．

この位置を西端とし，その噴火中心は再び東に

移動しはじめ，次の第２火孔は翌年３月まで活

動を継続して新島の第２火孔丘を形成した．こ

の年の12月21日には海上保安庁がこの島を西之

島新島と命名し，その面積181,000ｍ２と発表し

た（写真⑥・図２）． 

翌1974年１～２月は専ら第２火孔での噴火活動

と溶岩流出が続いたが，３月初めからその東北

方に第３，第４，第５火孔が新たに開孔し，噴

石，溶岩流出をくりかえし，５月にはそのうち

第３，第４火孔の周辺から大量の溶岩を流出し

てその活動を休止した（写真⑦⑧⑨⑩）．その

時期は，その前後の情報から1975年５月末か６

月始めと推定される．以上の地形と表面積の変

化を図３，４に示す． 

日本の火山―７ 

西之島新島 
小坂丈予＝東京工業大学工学部教授 

表１－西之島噴火活動の概略 図１－南方諸島図 図２－西之島海底活動に伴う変色海域 
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図３－西之島新島の噴火による地形変還 

≪注≫ 本章における写真①～⑬は，本誌裏表紙のカ

ラー写真①～⑬をさす． 
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噴火休止後は，早速海蝕による崩落が始まり，

1975～1976年度の調査で図３，図４に示すよう

な著しい島面積の縮少が見られたが，その海蝕

は，噴石丘や火山灰層など比較的崩壌しやすい

部分が先行したもので，その後の縮少は著しく

は進展していない（写真⑪⑫⑬）． 

③噴出物 

海底火山活動の噴出物としては，前述の噴石と

溶岩のほか，活動時に発生する変色海水の原因

となる懸濁物質などがあるが，特にその活動状

況や爆発力を推定出来る溶岩・噴出岩片の採取

は，海底火山の特殊性もあって，我々が本活動

で最初の噴出岩片を手に入れたのは，活動開始

後11カ月を経過した1974年３月の最初の上陸時

であった．その後上陸を重ねるにつれて，活動

各時期，各態の噴出岩石を入手，鏡検と分析を

行なったが，いづれも複輝石安山岩で，その化

学成分は分析誤差範囲内で一様な成分を示した．

その分析結果を表２に示す．その成分は，図５

に示すようにＮａ２Ｏ，Ｋ２Ｏの著しく少ない特徴

をもつ伊豆諸島の岩石よりは若干それが多く，

この地域ではＮａ２Ｏ，Ｋ２Ｏの多い硫黄島のもの

よりは少ない値を示した．なお今回の噴火では

ＳｉＯ２ 58％の安山岩で，しかも海底火山活動で

あるのにもかかわらず，比較的その活動が穏や

かであった原因の一つは，この噴出岩が，図６

のように他の活動中の火山に較べてＦｅ２Ｏ３，ＦｅＯ，

Ｎａ２Ｏ，など粘性を下げる成分がやや多く，Ａｌ２

Ｏ３，Ｋ２Ｏなどその存在により粘性を上げる成分

がやや少なかったことにもよるのではないかと

考える． 

この間に噴出した溶岩，火山岩片は，これまで

の陸上地形の変化と1975年８月と1976年８月に

測定した海底地形の変化を総合して，従前の海

図と比較し，約4,500万トンと推定した（図７）．

この値は，1950年～1951年の伊豆大島三原山の

噴火での7,000万トンや，1962年三宅島の活動

での3,000万トンとほぼ匹敵し，1970年秋田駒ケ

岳の200万トンよりは１桁大きく，1788年の浅

間山の鬼押出しの１億5,000万トンや1911年の

桜島の20億トンに較べれば著しく小さい中程度

の噴火活動といえよう． 

海底火山の活動時において，その噴出孔が海面

下にある時には，その海面が白，黄緑，黄，黄

褐，茶褐，赤褐色に変色する現象がしばしば認

められるが，今回の噴火でその実態が始めて明

らかになった．即ちその変色の原因は，非常に

こまかい沈殿粒子の懸濁によるものであり，変

色海水から分離したこれらの懸濁物の化学分析

値は，表３に示すようにＳｉＯ２，Ａｌ２Ｏ３．Ｆｅ２Ｏ３

が主成分で，表４の変色海水の分析値をみても

わかるように，これは海中に放出された火山発

散物中に多く含まれているそれら３成分が海水

と接触し反応して生じた沈殿であることが判明

した． 

④熱的測定 

西之島の活動中の各時期に，種々の方法を用い

てその温度の測定が試みられたが，海底火山活

動の特別な危険性から，噴火中は主として最近

開発された赤外線によるリモートセンシングの

方法が用いられた．即ち1974年１月15日と1975

年４月17日並びに1977年２月25日には航空機か

らの赤外線ラインスキャナー（線走査計）によ 

図７･Ａ－旧海図にもとづく海底地形図 図４－西之島新島の面積変化図 図５－ＳｉＯ２とＮａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏの変化関係図

表２－西之島新島噴出岩の化学成分 図６－噴出岩のＳｉＯ２成分と各成分の変化

図７･Ｂ－旧海図にもとづいた海底地形図上に 

投影した現在の新旧両島の断面 
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り，また1974年３月12～14日と1975年８月21～

25日には新島沖の調査船上から赤外線サーマル

カメラにより，島の表面温度，周囲の海面温度

などが測定された．このうち筆者と久保寺，田

中らと共に行なった1975年１月と横山泉らと行

なった1975年４月の２つの航空熱測定の結果を

図８に温度階で示した．それによると，1974年

には新島でも特に溶岩流出中の第２火孔は最も

高温であり，３ヵ月前の1973年10月流出した第

１火孔北側溶岩流が依然としてかなり高温であ

ることが判明したが，この時点では同島東側の

周辺海面に広い高温の部分が認められたが，こ

れは後に大量の溶岩を流出して陸地になった領

域とほぼ一致しており，この点では，本法が同

火山の活動の予測に役立ったといえよう．これ

に較べれば1975年５月の測定時には著しく温度

が降下しており，日射の影響を含めても最高60

℃の領域を出なかった（図８）．これらの結果

を総合して新島陸上部で放出される熱量は，

1974年１月では関岡満，湯原浩三らにより2.7

×10７ｋｃａｌ/ｓｅｃ，1975年４月には江原幸雄により

3.3×10８ｋｃａｌ/ｓｅｃと計算され，その量は約１年

３ヵ月で約１/10に低下したことになる． 

また同島に上陸してからは1974年７月７日，８

日，1975年８月25日，1976年８月25日，1977年

７月19日などに夫々水銀温度計，サーミスタ温

度計，赤外線放射温度計などを用いて，各噴火

孔温度，地中温度などを測定した．それらを総

合して主として，活動休止後の温度変化を求め

たところ図９のようになり，これまで測定され

た他の諸火山の温度降下に較べ著しく大きな速

度で降下していることが判明した．これは，海

底から噴出したこの新火山島が，周囲の海水に

よる冷却効果を著しくこうむっているためかと

推定される． 

また海面温度は，活動中の湾内では一般に海水

より４～５℃高く，中でも1974年３月18日無

線操縦艇により自動測定された温度の中には周

囲より約10℃高いものも見つかっている． 

⑤その他の観測 

上述のほか，この噴火活動には筆者の知るかぎ

りでも，多くの研究が行なわれた．飯塚進，大

川史郎らによる噴火休止後の島上での地震観測

の結果では，同島の噴火活動にともなうと考え

られる地震は非常に少なくなっていることが確

認された．大川，横山らによっては，重力測定

によるその地下構造と噴火機構との関係が論じ

られた．また河野 長，百瀬寛一らはそれぞれ

同島の岩石磁気について，また大島 章，佐木

和夫らは同島陸上および周辺海域での地磁気分

布の測定を行ない，その変化と異常性について

論じた．また地形変化については筆者らと海上

保安庁の福島資介，土出昌一らが行なっており，

また同庁ではこのほか，同時に測定したマルチ

・スペクトル・カメラの解析により，変色海域

の変化を光学的に検討している．また生物相の

変化については，東京水産大，小笠原水産セン

ター，東京農工大などで進められており，前２

者は水産物との関連において特に魚貝類，プラ

ンクトンなどを主とした海中生物の変化発達を，

また後者は陸上生物の新たな発生と変化につい

てくわしく観察している． 

( )※水溶性 
表３－変色海水懸濁物（沈殿）の化学成分 表４－各時期での変色海水の化学成分 

図８－熱赤外映像より求めた温度分布 図９－第３火孔内の温度変化 


